
　第50回十和田市花火大
会（市観光協会主催）が、
８月14日に開催されまし
た。当日、官庁街通りには
出店の列が並び、多くの市
民が詰め掛けました。

　８月５日、市民約700人が奥入瀬川流域の清掃活
動を行いました。さわやかな汗をかいたあとは、河
川敷に準備された焼肉コーナーやニジマスのつかみ
どりの催し物に参加して、楽しい一日を過ごしまし
た。

　本大会は８月18日・19日、全国から48校が参加し
て開催されました。大会の選手宣誓は中里中学校の青
山勇弥さん、歓迎の言葉は、市立三本木中学校生徒会
長の山崎靖央さんが述べました。会場には関係者や地
元のファンが集まり、大きな声援を送っていました。

　８月11日総合体育センターで、県中体連ハンド
ボール専門部主催のハンドボール強化練習会が開催
されました。講師に、全日本代表選手の東俊介さん、
元実業団の峯村敦さん、千葉歩さんを迎え、十和田
ジュニアハンドボールクラブほか約100人の小・中
学生が指導を受けました。「ハンドボールは思いや
りのスポーツ」と説き、ユニークなメニューでバッ
クパスなどの個人技やチームワークを高める全体練
習を実施し、子どもたちは終始真剣な表情で練習に
取り組んでいました。 最後にみんなで記念撮影

　50回という節目に集まった観客はおよそ57,000人。
色鮮やかなスターマインや仕掛け花火、約4,000発が
晴れた夏の夜空を飾りました。
　間近に陣取った市民は、光と音の供宴に感動の歓声
と拍手で応えました。

　８月９日・10日に中央商店街でBONおどりフェ
スタが開催されました。流しそうめんやＢ級グルメ
の出店、カラオケ大会、よさこい演舞などが行われ、
家族連れや職場の同僚でにぎわいました。多くの市
民が浴衣で訪れ、夕涼みの一時を楽しみました。
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ジルと久保さん

　県立三本木農業高校では、２年前から健康食品と
して、紫黒米と米ぬかの栽培・研究を進めてきまし
た。今回、親子が作った夏のスイーツは、６月14
日に開催された「米ぬか＆紫黒米SWEETS  
CONTEST」で優勝作品をアレンジしたものです。
11月３日・４日に開催する文化祭では、紫黒米を
使ったお菓子の試食コーナーがありますので、文化
祭に足を運んでみてはいかがですか？

　そよ風が心地よい８月３日、市民図書館中庭では
「夏休みおはなし会」が開かれました。約80人の参
加者は、中庭に開設された特設ステージで、紙芝居や
パネルシアター、大型絵本の読み聞かせなどに、熱心
に耳を傾けていました。 

　東公民館で募った親子45人が、
８月２日・３日北里大学の体験学習
に参加しました。子どもたちと動物
が触れ合うために、11年前から行
われています。聴診器を使って犬の
心臓の音などを聴いたり触診したり
して、普段獣医師が行っていること
を体験しました。

　毎年好評の県立三本木農業高校の夏の体験学習が、
８月１日に行われました。ことしは、三本木農業高校
生活科の先生と生徒の手を借りて、「夏のスイーツ作
り」に挑戦しました。午後は恒例となったじゃがいも
掘り。長靴とゴム手袋に身を固めた親子は太陽が照り
つける中、片手では持ちきれないほどのじゃがいもを
収穫しました。参加者は、今から来年の開催を心待ち
にしています。

　８月５日、湯の平牧場で行われた東北アマ・プロ
訓練王座決定競技会において、北里大学の久保理江
さんが飼っている犬種セットランドシープドック
（名前：ジル）がアマチュア部門・警察犬種外・服
従の部で見事グランプリに輝きました。
　この競技会に参加す
る犬は、犬の訓練士か
ら特別な指導を受けて
参加します。訓練士か
らの特別練習は週に１
時間。大会のシーズン
中は１日２回、自主練
習としてボール拾いな
どをさせました。

真剣に審査に取り組む高校生たち


